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機械工学科 ディプロマ・ポリシー 

機械工学科では、工学部ディプロマ・ポリシーに基づき、専門学術の基礎と実践力を継承できるよう、学科と
して下記に掲げる能力を備えていると判断できる学生に対して卒業を認定する。 
 
（A）技術者としてグローバルで多面的な視野に立ち、高い倫理観、責任感を持って課題に取り組み、技術が

社会、自然環境におよぼす影響を自分なりに考慮して行動することができる。〔倫理観・責任感・技術の
社会的影響の考慮〕 

（B）数学、物理などの自然科学や情報処理と工学の基礎知識を修得し、それを基礎的な課題に対して適用し
分析、考察することができる。〔自然科学・工学の基礎知識応用能力〕 

（C）機械工学の基礎知識を修得し、実際に生じている現象を分析、理解することができるとともに、与えら
れた工学的な課題に対してそれらの知識を適用、応用して考察することができる。〔機械工学の基礎知
識応用能力〕 

（D）【発展コース】 
機械工学の専門知識を自分のものとし、得られた情報や学んだ科学・工学の知識や技術をベースに、与
えられた各種制約の中で課題に要求される解決手法を導き、創造的なデザイン能力を身につけることに
より、それを計画的に実現したりまとめたりすることができる。〔デザイン能力〕 
【実践コース】 
機械工学の専門知識を自らのものとし、学んだ知識や技術を実際の問題に適用できる。〔デザイン能力〕 

（E）【発展コース】 
実践に必要な設計・生産技術（ものづくりの技術）を学び、それを具体的な課題へ適用するとともに、
最新の工学的ツールを駆使して問題を解決することができる。〔実践的な工学知識の遂行能力〕 
【実践コース】 
実践に必要な設計・生産技術（ものづくりの技術）を学び、エンジニアとしてそれを具体的な課題に適
用することができる。〔実践的な工学知識の遂行能力〕 

（F）多様な価値観を持つ他者と協力してチームで作業を行うために必要な、自分の意見を明確に他者に伝え
る記述力およびプレゼンテーション能力を持ち、他者の意見を理解するとともに、自分の意見を他者に
理解してもらうコミュニケーションや討議能力を持ち、また英語での基礎的なコミュニケーションをと
ることができる。〔コミュニケーション能力〕 

（G）工学の発展に興味を持ち、常に最新の情報を収集するとともに、それが自分に与えられた課題にどう反
映できるかを考え、自主的にかつ継続的に生涯学び続け進歩し続けることができる。〔情報収集・生涯学
び続ける能力〕 
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